
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
（
特と

っ
こ
う
ば
な

攻
花
）

と
て
も
き
れ
い
な
花
で
す
が
・
・
・

駆
除
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
。

Ｐ 1
4



中学 3年生まで医療費無料！
子育
て支
援

～平成 26 年 6月診療分から中学 3年生までの「子ども医療費助成制度」が始まります～

　

西
之
表
市
で
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
の
長
期
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
の
な
か
で
、「
子

育
て
支
援
」
を
重
点
推
進
項
目
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
子
育

て
応
援
券
の
交
付
や
保
育
料
の
軽

減
、乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
は
、

今
後
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
更
な
る
子
育
て
支
援

策
と
し
て
、
小
学
生
や
中
学
生
の

医
療
費
を
６
月
診
療
分
か
ら
無
料

化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
子
育
て
環
境
が

以
前
に
も
増
し
て
充
実
さ
れ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
安
易
な
受

診
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
や
コ
ン

ビ
ニ
受
診
（
※
）
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
受
診

　

日
中
忙
し
い
な
ど
の
理
由
で
、

休
日
や
夜
間
に
受
診
し
た
り
、
緊

急
性
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
救

急
外
来
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
重

篤
な
患
者
の
受
診
の
妨
げ
や
医
療

費
の
増
加
に
繋
が
る
行
為
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
と
は

　

子
ど
も
の
健
康
の
保
持
増
進
を

図
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
と
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
保
護
者
が
支
払
う
医
療

費
（
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
）

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

助
成
対
象
者

●
西
之
表
市
に
住
ん
で
い
る
（
住

　

民
登
録
を
し
て
い
る
）
０
歳
か

　

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

●
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
子

　

ど
も

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
生
活
保
護.

ひ
と
り
親
医
療
費

助
成
な
ど
他
の
医
療
費
助
成
を
受

け
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

入
院
時
に
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　

入
院
等
で
、
医
療
費
の
支
払
い

が
高
額
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
と
き
は
、
事
前
に
保
険
者
か
ら

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
発
行

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、医
療
費（
保

険
診
療
分
）
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
分
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
分
は
、
後
日

振
り
込
ま
れ
る
た
め
実
質
無
料
で
す
。

■問い合わせ先　市福祉事務所子育て支援係　℡ 22‐1111 内線 322・328

中学 3年生まで医療費無料！
子育
て支
援

～平成 26 年 6月診療分から中学 3年生までの「子ども医療費助成制度」が始まります～

■問い合わせ先 市福祉事務所子育て支援係　℡ 22‐1111 内線 322・328

行
政
連
絡
員
・
地
域
活
性
化
推
進
員
総
会
開
催

　

４
月
24
日
、
市
民
会
館
に
お
い

て
「
平
成
26
年
度
行
政
連
絡
員
・

地
域
活
性
化
推
進
員
総
会
」
を
開

催
し
、委
嘱
状
交
付
や
表
彰
の
後
、

職
務
に
つ
い
て
の
説
明
や
市
役
所

各
課
か
ら
業
務
説
明
・
連
絡
事
項

及
び
各
種
補
助
制
度
に
つ
い
て
案

内
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
及
び
地
域
活
性
化

推
進
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
様
々
な
分
野
で
市
政

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

【
永
年
勤
続
表
彰
】

　

10
年
以
上
の
長
期
勤
続
と
な
る
方

　

古
川　

正
一
（
現
和
校
区
）

　

江
口　

一
德
（
古
田
校
区
）

　

山
縣　

マ
リ
子
（
西
町
）

　

阿
世
知　

重
成
（
鴨
女
町
）

　

栁
川　

好
弥
（
又
延
）

【
納
税
表
彰
（
平
成
25
年
度
）】

※
（　

）
内
は
連
続
表
彰
年
数

「
表
彰
状
」

　

市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
が
完
納
の
地
区

　

今
年
川
自
治
会
（
２
）・
白
石

自
治
会
・
植
松
自
治
会
・
千
段

峯
自
治
会
（
８
）・
番
屋
峯
自
治

会
（
９
）・
十
三
番
自
治
会
（
３
）

計
６
地
区

「
感
謝
状
」

　

市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税

の
徴
収
率
が
95
％
以
上
の
地
区
。

　

田
屋
敷
自
治
会
（
４
）・
野
首

自
治
会
・
小
牧
自
治
会
・
竹
鶴

自
治
会
・
大
花
里
自
治
会
・
花

里
崎
自
治
会
・
上
古
田
自
治
会

（
３
）・
桜
園
自
治
会
（
２
）・
久

保
田
自
治
会
（
２
）・
伊
関
自
治

会
（
７
）・
川
氏
自
治
会
（
３
）・

平
園
自
治
会
（
２
）・
川
脇
自
治

会
・
大
野
自
治
会
・
十
六
番
自

治
会
（
２
）・
平
松
自
治
会
・
里

之
町
自
治
会　

計
17
地
区

「
納
税
奨
励
賞
」

　

市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税

の
徴
収
率
が
90
％
以
上
で
特
に

徴
収
率
が
伸
び
た
地
区

　

松
畠
自
治
会
・
納
曽
自
治
会
・

城
自
治
会
・
岳
之
田
自
治
会
・

上
之
原
町
自
治
会
・
池
之
久
保

自
治
会
・
塰
泊
自
治
会
・
野
木

平
自
治
会
・
寺
之
門
自
治
会
・

現
和
上
之
町
自
治
会
・
形
之
山

自
治
会　

計
11
地
区



平成 26 年度　行政連絡委員・地域活性化推進員名簿

※班数・世帯数は、地域活性化推進員が届けた文書配布用の数です。



　

西
之
表
市
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
疾

病
の
早
期
発
見
・
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
、「
1
日
人
間
ド
ッ
ク
」、「
２
日
人
間
ド
ッ

ク
」
及
び
「
脳
ド
ッ
ク
」
の
施
設
利
用
者
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

契
約
医
療
機
関
は
、下
表
の
14
機
関
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

※
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
対
し
、「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診(

が

ん
ド
ッ
ク) 

」
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１　

内
線
３
１
１
・
３
１
２

「
人
間
ド
ッ
ク
」・「
脳
ド
ッ
ク
」
等
の
助
成
を
行
い
ま
す

【
対
象
】

◆
国
民
健
康
保
険

　

施
設
利
用
日
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
加
入
期
間
が
引
き
続
き
1
年
以
上

で
、
20
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

被
保
険
者
全
員
が
対
象
で
す

《
注
意
事
項
》

①
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
診
の
い
ず
れ
か
年
度
1
回
を
限
度
と

し
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
税
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
滞
納
世
帯
の
被
保
険
者

に
は
助
成
で
き
ま
せ
ん
。

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
に
対
す
る

助
成
の
た
め
、
会
社
の
健
康
保
険
等
に

加
入
し
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
額
】
※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク　

２
万
５
千
円

※
１
日
・
２
日
ド
ッ
ク
と
も
金
額
は
同

じ
で
す
。

●
脳
ド
ッ
ク　

２
万
円

●
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診　

２
万
５
千
円

※
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
は
国
保
の
み
助
成

【
申
請
方
法
】

①
医
療
機
関
に
受
検
日
を
予
約
す
る
。

②
保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ
て
、
市
役
所

健
康
保
険
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う
。

③
医
療
機
関
で
受
検
す
る
際
、
②
の
手

続
き
で
も
ら
う
利
用
券
を
提
出
す
る
。

※
受
検
す
る
前
に
申
請
を
行
わ
な
い
と

助
成
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ

○…受検出来る項目　×…受検出来ない項目

【本市と契約している医療機関】
医 療 機 関 郵便番号 住　　所 電 話 番 号 1日ドック 2日ドック 脳ドック ＰＥＴ

鹿児島市医師会病院 890-0064 鹿児島市鴨池新町7‐1 099-254-1125 ○ ○ × ×

成人病院 ※１ 890-0055 鹿児島市上荒田町16‐30 099-254-3332 ○ ○ × ×

高田病院 892-0824 鹿児島市堀江町5‐1 099-226-4325 ○ ○ × ×

鹿児島徳洲会病院 890-0056 鹿児島市下荒田町3‐8‐1 099-250-1110 ○ ○ × ×

JA 鹿児島県厚生連健康管理センター 890-0062 鹿児島市与次郎1‐13‐1 099-256-1133 ○ × × ×

鹿児島県民総合保健センター 890-8511 鹿児島市下伊敷3‐1‐7 099-220-2622 ○ ○ × ×

今村病院分院（2日ﾄﾞｯｸは70歳以下のみ利用可能） 890-0064 鹿児島市鴨池新町11‐23
人間ドック専用

099-285-3916 ○ ○ × ×

鹿児島厚生連病院※１ 890-0061 鹿児島市天保山町22‐25 099-252-9895 ○ ○ × ×

南風病院　(PET 検診は国保のみ利用可能） 892-8512 鹿児島市長田町14‐3 0120-332-411 ○ × × ○

鹿児島赤十字病院 891-0133 鹿児島市平川町2545 099-261-2111 ○ × ○ ×

さがらパース通りクリニック 892-0838 鹿児島市新屋敷町26‐13 099-239-5366 ○ × × ×

厚地脳神経外科病院 892-0842 鹿児島市東千石町4‐13 099-226-1491 × × ○ ×

田上病院 891-3198 西之表市西之表7463 0997-22-0960 ○ × ○ ×

厚地記念ｸﾘﾆｯｸ PET 画像診断センター※１ 891-0841 鹿児島市照国町12‐1 099-226-8871 × × × ○

※ 1　国民健康保険のみ利用可能



梅
雨
に
備
え
て　

防
災
対
策
を

　

６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す

　

今
年
も
梅
雨
の
季
節
の
到
来

で
す
。
毎
年
、
梅
雨
時
期
の
集

中
豪
雨
に
よ
り
、
多
く
の
生
命

や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

雨
が
降
り
続
く
と
地
盤
が
緩

み
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
な

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

雨
が
降
る
前
に
身
の
回
り
を

再
度
確
認
し
て
、
防
災
対
策
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
「
防
災
」
の
重
要
性

　

普
段
か
ら
災
害
を
意
識
し
、
気

象
情
報
に
気
を
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、早
め
の
安
全
対
策
が
可
能
で
す
。

　

万
が
一
に
備
え
て
早
め
に
避

難
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
家
族

と
避
難
場
所
や
安
全
な
避
難
経

路
を
確
認
し
、
非
常
時
の
持
ち
出

し
品
な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
少
し
で
も
危
険
を
感
じ

た
ら
、
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合

い
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
梅
雨
入
り
前
の
点
検

　

雨
ど
い
の
つ
ま
り
、
屋
根
瓦

の
ず
れ
、
水
路
の
ご
み
や
砂
、

窓
ガ
ラ
ス
や
外
壁
の
ひ
び
わ
れ
。

◆
常
備
品
の
準
備

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
予
備
乾

電
池
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
タ
オ

ル
、
貴
重
品
、
救
急
セ
ッ
ト
、
衣
類
・

下
着
類
、
そ
の
他
（
軍
手
、
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

ラ
ッ
プ
、生
理
用
品
、紙
お
む
つ
等
）

◆
雨
量
情
報
の
確
認

　

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原

因
で
起
こ
り
ま
す
。
１
時
間
に

20
ミ
リ
以
上
、
ま
た
は
降
り
始

め
か
ら
１
０
０
ミ
リ
以
上
の
降

水
量
に
な
っ
た
ら
要
注
意
で
す
。

◆
気
象
情
報
の
収
集

　

県
の
災
害
・
防
災
気
象
情
報

や
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
、
最
新
の
気
象
・
雨
量
情

報
な
ど
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
西
之
表
市
防
災
情
報
リ
ン
ク
集
）

http://w
w
w
.city.nishinoom

ote.
lg.jp/disaster/link/link.htm

l

　

パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
気
象
台
の
発
表

す
る
気
象
情
報
を
電
話
で

（
０
９
９
７
２
１
７
７
）
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
話
料
金

は
利
用
者
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

提
供
さ
れ
て
い
る
情
報
を
活
用

し
、
災
害
へ
の
早
期
対
策
が
と
れ

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
、
気
象
情
報
・
防
災

行
政
無
線
情
報
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１

　

地
震
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害

が
発
生
し
、
電
話
が
つ
な
が
り
に

く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
安
否

確
認
の
伝
言
を
録
音
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

局
番
な
し
の
「
１
７
１
」
を
ダ

イ
ヤ
ル
後
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

の
契
約
は
不
要
で
す
。
な
お
、
伝

言
の
録
音
、
再
生
時
の
通
話
料
の

み
必
要
で
す
。

◆災害時の連絡先

　西之表市役所
　℡２２‐１１１１

　西之表消防署
　℡２２‐０１１９

　種子島警察署
　℡２２‐０１１０

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

現
況
届
の
提
出
の
お
知
ら
せ

　

現
況
届
と
は
、
児
童
手
当
（
特

例
給
付
含
む
）
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
の
状
況
を
把
握
し
、
受
給
す

る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
書
類
と
な
り
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

６
月
以
降
分
の
児
童
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
提
出
期
間
】

６
月
２
日（
月
）〜
６
月
30
日（
月
）

【
提
出
先
】　

市
福
祉
事
務
所

【
提
出
書
類
】

●　

現
況
届
（
対
象
家
庭
に
送
付
）

●　

健
康
保
険
証（
受
給
者
の
も
の
、

国
民
健
康
保
険
の
方
は
不
要
）

●　

平
成
26
年
度
の
所
得
課
税
証
明

書(

児
童
手
当
用)

※
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
西

之
表
市
に
転
入
さ
れ
た
方
の
み
提
出 

※
所
得
課
税
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
１
月
１
日
に
住
所
が

あ
っ
た
市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
ま

す
の
で
、
前
住
所
の
市
区
町
村
役

場
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、「
児

童
手
当
用
」
と
申
請
を
し
て
発
行

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
２
２

【
退
職
者
医
療
制
度
と
は
？
】

　

社
会
保
険
等
に
加
入
し
て
い
た

方
が
、
退
職
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た

際
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
「
退
職
者
医
療
」
と
い
う
特
別

な
種
別
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
制
度
で
す
。

　

も
し
対
象
者
が
届
出
を
せ
ず
、

一
般
国
保
の
ま
ま
で
医
療
を
受
け

て
い
る
と
、
本
来
職
場
の
健
康
保

険
等
が
負
担
す
る
べ
き
医
療
費
も

国
保
の
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
国
保
を
適
正
に
運
営
し
て
い

く
た
め
、
対
象
と
な
る
方
は
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
65
歳
未
満
の
方
で
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
の
老
齢
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
（
加
入
期
間
が

20
年
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以
降

の
加
入
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
方
）

②
①
に
該
当
す
る
方
の
扶
養
家
族

の
う
ち
65
歳
未
満
の
方

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

年
金
証
書
、保
険
証
、・
印
鑑
（
認
印
可
）

■
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
１

会
社
等
を
退
職
し
、（
老
齢
）
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
様
へ

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て



　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
最
終
予
算
見
込
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
２
億
１
３
８
４
万
円
（
平
成
25
年
度
繰
越
明
許
分
を
含
む
）
と
な
る

予
定
で
す
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
42
億
２
５
９
８
万
円
、
国
県
支
出
金
が

27
億
７
４
９
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
68
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
財
源
の
多
く
を
占
め
る
市
税
は
、
13
億
６
５
６
７
万
円
で

13
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
費
の
増
に
伴
い
、
民
生
費
が
31
億
２
８
５
万

円
、
借
入
金
の
返
済
と
し
て
の
公
債
費
が
、
11
億
６
９
７
２
万
円
と
な
り

全
体
の
42
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

特
色
的
な
普
通
建
設
事
業
と
し
て
は
、
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
７
０
７
０
万
円
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
６
０
９
０
万
円
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
１
億
５
５
０
０
万
円
、
地
域
総
合
整
備
資
金
貸

付
事
業
６
６
０
０
万
円
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財
政
の

健
全
化
を
表
す
「
健
全
化
判
断
比
率
」
の
４
指
標
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
経
年
変
化
で
着
実
に
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
や
産
婦
人
科
医
院
建
設

な
ど
大
型
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
視
点
を
基
本
と
し
て
少
子
・
高
齢
化
な
ど
に
対
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
併
せ
て
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

地方交付税
4,225,981
41.4％

国庫支出金
2,019,768
19.8％

市税
1,365,671
13.4％

市債
776,471
7.6％

県支出金
755,174
7.4％

諸収入
221,703
2.2％

その他
849,078
8.2％

総務費
1,777,041
17.4％

民生費
3,102,846
30.3％

公債費
1,169,719
11.5％

教育費
791,596
7.8％

農林水産
業費
651,952
6.4％

衛生費
1,008,884
9.9％

その他
1,711,808
16.7％

【歳出】 【歳入】

【単位：千円】

歳入歳出総額　102 億 1,384 万円（うち繰越明許費 8,157 万円）

農林農林

教育教育

711

金

％％ 8..2％2％

１　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
最
終
予
算
（
見
込
）
状
況

２　

平
成
25
年
度
市
税
の
内
訳

　

市
税
の
う
ち
、
一
番
大
き
な

比
重
を
占
め
る
も
の
は
固
定
資

産
税
の
５
億
８
５
９
３
万
円
で
、

次
に
大
き
い
も
の
は
市
民
税
の

５
億
６
４
４
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

区　分 決算見込額 割合（％）
固 定 資 産 税 585,933 42.9
市 民 税 564,400 41.3
市 た ば こ 税 139,222 10.2
軽 自 動 車 税 51,980 3.8
都 市 計 画 税 24,136 1.8

合　計 1,365,671 100.0

【単位：千円】

力くん



３　

市
民
一
人
当
た
り
の
公
債
費
償
還
負
担
額

　

公
債
費
は
、
借
入
金

の
返
済
額
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
11
億

６
９
７
２
万
円
、
市
民

一
人
当
た
り
の
負
担
額

は
７
２
０
２
３
円
で
、

経
年
変
化
で
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

４　

市
民
一
人
当
た
り
の
歳
出
額
、

　
　
　
　
　
　

税
負
担
額
年
度
別
比
較

区分 市民 1人に
使われるお金

市民 1人当たりが
納める税金

22 年度 688,934 82,789
23 年度 611,104 81,867
24 年度 617,155 83,129
25 年度 628,893 83,718

　

市
民
一
人
に
使
わ
れ

る
お
金
は
、
昨
年
同
期

に
比
べ
、
約
１
万
２
千

円
の
増
（
約
1.9
％
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
市
民
一
人
当

た
り
が
納
め
る
税
金

は
昨
年
同
期
に
比
べ
、

５
８
９
円
の
増
（
約

0.7
％
の
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

区 分 平成 25 年度予算見込額
予算額 歳入執行額 執行率 歳出執行額 執行率

一 般 会 計 10,213,846 9,253,363 90.6 8,469,589 82.9 

特別会計

簡 易 水 道 142,829 86,916 60.9 138,170 96.7 
国 民 健 康 保 険 2,751,353 2,497,399 90.8 2,632,019 95.7 
交通災害共済事業 2,908 2,797 96.2 1,419 48.8 
地 方 卸 売 市 場 531 490 92.3 189 35.6 
介 護 保 険 1,935,478 1,922,293 99.3 1,916,938 99.0 
後期高齢者医療保険 196,516 194,778 99.1 191,035 97.2 

計 5,029,615 4,704,673 93.5 4,879,770 97.0 
合 計 15,243,461 13,958,036 91.6 13,349,359 87.6 

５　

各
会
計
別
予
算
の

　
　

最
終
予
算
見
込
の
状
況※歳入歳出執行額は、平成 26 年 4月 23 日現在。

※平成25年度最終予算見込額及び執行状況は繰越明許費を含む。

市役所の財政状況を測定する３つの『指標』
①財政基盤の強さを表す『財政力指数』
②財政の柔軟性をみる『経常収支比率』
③財政負担の程度を示す『実質公債費比率』

◎
西
之
表
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

区 分 21年度 22 年度 23 年度 24 年度 類似団体内平均値
①財政力指数 0.28 0.26 0.26 0.25 0.42
②経常収支比率 97.4 90.3 94.7 94.2 89.0
③実質公債費比率 17.6 15.7 14.4 12.5 13.8

※類似団体内平均値…平成 23 年度財政比較分析表より

【西之表市の財政状況指標】

　

財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の

指
標
に
つ
い
て
下
表
を
見
て
み
る

と
、い
ず
れ
も
類
似
団
体
（
人
口
、

産
業
構
造
が
類
似
し
た
団
体
）
の

平
均
と
比
べ
大
き
く
差
が
あ
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
改
善
策
と
し
て
、
市
税
徴

収
の
取
組
強
化
や
経
費
節
約
、
借

入
金
の
抑
制
や
繰
上
返
済
の
実
施

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
の
財
政
の
柔
軟

性
を
判
断
す
る
「
経
常
収
支
比

率
」
及
び
借
入
金
等
の
実
質
的
な

財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
「
実
質

公
債
費
比
率
」
は
、
平
成
18
年
度

を
ピ
ー
ク
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ま
た
平
成
21
年
度
決
算
で

は
、
財
政
健
全
化
へ
の
１
つ
の
目

標
で
あ
っ
た
「
実
質
公
債
費
比
率

を
18
％
以
下
に
す
る
」
こ
と
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高
は
、

借
入
の
抑
制
と
繰
上
返
済
に
よ
り
平

成
13
年
度
の
約
１
７
５
億
円
を
ピ
ー

ク
に
毎
年
減
少
し
、
平
成
25
年
度
末

に
は
、
約
１
０
１
億
４
２
０
０
万
円

に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
貯
金
と
な
る
基
金
残
高

は
、
平
成
19
年
度
に
借
入
金
を
繰

上
返
済
す
る
た
め
に
取
り
崩
し
た

影
響
も
あ
り
３
億
８
７
０
０
万
円

程
度
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
度
末
に
は
、
約
20
億
円
程

度
に
な
る
見
込
み
で
す
。　

　

市
で
は
、
行
政
評
価
に
よ
る
事

務
事
業
の
効
率
的
な
運
営
を
は
じ

め
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

100,000

60,000

0
H22 H23 H24 H25 【年度】

【円】 98,868 94,191
84,981

72,023

（平成 26 年 3月 31 日現在） 【単位：円】

【単位：千円、％】



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

4
27
44
22227

4
 28
44
 2228

▲ビーチコーミング
かわいい写真立てができました

4
27
44
22227



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

4
25
44
22225

5
11
55
11111

5
11
55
11111

5
11
55
11111

5
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55
 555



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

今
5
 7
55
 777

88888

今今

 30 3330

5
14
55
111144

5
14
55
111144

　

写
真
前
列
左
か
ら
下
村
さ
ん
、
徳
永
さ

ん
、
野
平
さ
ん
、
長
山
さ
ん
、
宮
川
さ
ん

▲



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

にが竹　……300 ｇ 
ベーコン　……100 ｇ
ニンニク　……4片（15 ｇ程）
オリーブオイル　……大さじ 4
塩・コショウ　……適量

①にが竹は太めの千切りにする。
②フライパンにオリーブオイル、鷹の爪、ニンニクのみじん切りを入れ、焦げないように炒め、ベーコンを加える。
③ベーコンがカリカリになったら、にが竹を加えしんなりするまで炒める。
④薄口しょうゆとマヨネーズを混ぜ、③に入れる。
⑤塩・こしょうで味を調える。
⑥ゆがいたスパゲティーを入れ、ゆで汁 100 ㏄を加え、再度、塩・こしょうで味を調える。

鷹の爪　……適量 
マヨネーズ　……大さじ 3
薄口しょうゆ　……大さじ 2
スパゲティ　……400 ｇ

5
12
55
111122写

真
右
：
古
元　

豊
子
さ
ん

写
真
左
：
種
子
島
あ
ら
き
ホ
テ
ル

　
　
　
　
（
荒
木　

政
臣
さ
ん
）

▲



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
・
２
５
８

　
《
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
》

　

ks-syakai@
city.nishinoom

ote.lg.jp

　

下
記
講
座
が
新
た
に
開
設
さ
れ
ま

す
。
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

必
要
事
項
《
①
希
望
講
座
②
住
所
③

氏
名
④
性
別
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦

勤
務
先
⑧
勤
務
先
電
話
番
号
（
緊
急

時
の
た
め
）》
を
記
入
の
う
え
、
往
復

ハ
ガ
キ
か
電
子
メ
ー
ル
で
社
会
教
育

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

講
座
内
容
等
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

６
月
２
日
（
月
）
〜
６
月
30
日
（
月
）

講 座 名 講 師 日 時 定員 回数 場 所

わらべうた
ベビーマッサージ 仁禮　ひとみ 曜日未定 10 時～ 12 時 10 10

市 民 会 館カラオケ 水溜　邦茂 第 1・3月曜 19 時～ 21 時 15 10

生け花 中野　スエ子 第 2・4水曜 19 時～ 21 時 15 10

　

５
月
９
日
に
市
民
会
館
で
西
之

表
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
経
過
報
告
と
と

も
に
、
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画

等
も
承
認
さ
れ
、
今
年
度
も
本
格

的
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
地
域
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
は
、鉄
砲
祭
へ
の
参
加
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
イ
エ
ン

ザ
づ
く
り
、
料
理
講
座
と
楽
し
い

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
力
で
一
緒
に
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

６月８日 ( 日 ) ふるさとを興す
熊毛地区女性の学習大会が開催されます！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
連
合
青
年
団

　
　
　
　

団
長
：
内
田
智
弘

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
２
２
１

　
（
市
農
業
委
員
会
）

【
団
員
募
集
】

市
連
合
青
年
団
で
は
、
引
き
続

き
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

（
概
ね
30
歳
以
下
の
社
会
人
）

　

同
世
代
の
仲
間
と
の
交
流
や

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
の
運
営
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
大
作
戦
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
一
緒
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

興
味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

４
月
19
日(

土)

、
市
連
合
青

年
団
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

内
田
智
弘
新
団
長
の
も
と
、
平

成
26
年
度
の
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
団
員
数
も
増
え
、
現
在

60
名
（
男
性
25
名
・
女
性
35
名
）

と
な
り
、
県
下
で
も
大
き
な
組

織
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
田
団
長
の
も
と
、
よ
り
一

層
楽
し
く
、
幅
の
広
い
青
年
団

活
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

Facebookページ

『西之表市連合青年団』の開設
青年団活動紹介、活動報告など写真等も掲

載していく予定です。ぜひご覧ください。

https://m.facebook.com/nishinoomote

m
otelg

jp

平
成
26
年
度

　

生
涯
学
習
市
民
講
座

　
　

新
規
講
座
紹
介

生涯学習市民講座（新規講座）

西
之
表
市
連
合
青
年
団　

総
会
開
催

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

大
作
戦

西
之
表
市
地
域
女
性
団
体

連
絡
協
議
会　熊毛地区の女性団体が集まる学習会です。参加

し、一緒に学びあうことが大切です。

　是非、お誘い合わせのうえ、ご参加ください。

【日時 /場所】6月 8日 9：30 ～ / 市民会館ホール

女性団体
の皆さん

へ

新
規
団
員

　

★
募
集
中
★



市
民
の
安
全
と
自
己
の
命
を
守
る
た
め
に

震
災
の
教
訓
を
活
か
す

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
被
災
地
の

消
防
団
員
は
、
自
ら
も
被
災
者
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民

の
避
難
誘
導
、
救
助
活
動
及
び
消

火
活
動
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
献
身
的
に
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
活

動
に
従
事
し
た
消
防
団
員
に
多
数

の
犠
牲
者
が
生
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
教
訓
を
活
か
し
、
消
防
団

員
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
活
動

を
行
う
た
め
の
計
画
の
策
定
が
喫

地震・津波災害に備える　西之表市消防団員
10 則

（一部抜粋）

４　津波到達予想時刻の 30 分前に退避行動を開始し、
　15 分前には全消防団員が退避を完了する。なお、
　種子島東方沖地震にあっては津波到達推定時間が地
　震発生後 11 分後であることから、津波襲来まで時
　間の余裕がないときには、直ちに退避を行う。
５　津波危険区域（海抜 20 ｍ以下）の消防団員は率
　先避難（緊急時、周囲に避難を呼びかけつつ、自ら
　率先して避難すること。）を徹底し、自己や家族、
　職場の同僚の安全を最優先にする。

地震・津波災害に備える　西之表市消防団員
10 則

（一部抜粋）

４　津波到達予想時刻の 30 分前に退避行動を開始し、
15 分前には全消防団員が退避を完了する。なお、
　種子島東方沖地震にあっては津波到達推定時間が地
　震発生後 11 分後であることから、津波襲来まで時
　間の余裕がないときには、直ちに退避を行う。
５　津波危険区域（海抜 20 ｍ以下）の消防団員は率
　先避難（緊急時、周囲に避難を呼びかけつつ、自ら
率先して避難すること。）を徹底し、自己や家族、
　職場の同僚の安全を最優先にする。優優先先

西
之
表
市

　

消
防
団
震
災
対
策
訓
練

　

安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

を
受
け
、
西
之
表
市
の
各
消
防
分

団
は
３
月
23
日
に
震
災
対
策
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定

し
、
震
度
５
強
の
地
震
の
放
送
が

流
れ
る
と
素
早
く
自
宅
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
、
ガ
ス
の
元
栓
を

閉
め
、
２
回
目
の
放
送
で
津
波
が

迫
っ
て
い
る
た
め
、
高
台
へ
の
避

難
指
示
が
で
る
と
、
海
抜
20
メ
ー

ト
ル
を
目
途
に
周
辺
の
住
民
に
声

か
け
を
し
な
が
ら
家
族
と
一
緒
に

避
難
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

榕
城
消
防
分
団
の
団
員
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
駐
車
場
に

集
合
す
る
と
、
海
抜
20
メ
ー
ト
ル

以
上
の
場
所
か
ら
避
難
を
呼
び
か

け
つ
つ
、
火
災
や
倒
壊
家
屋
、
要

救
助
者
の
確
認
の
た
め
、
見
回
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
役
所
の
庁
舎
か
ら

出
火
し
た
と
の
設
定
で
、
放
水
訓

練
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

被
害
の
軽
減
の
た
め
に

　

災
害
は
、
い
つ
起
き
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
災
害
に
備

え
、
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
、
食

料
や
物
品
の
備
蓄
な
ど
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
訓
練
に
は
積
極
的

に
参
加
し
、
地
域
の
危
険
個
所
な

ど
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

津
波
災
害
時
は
、
消
防
団
員
は
、

皆
さ
ん
に
声
を
か
け
な
が
ら
一
緒

に
避
難
し
ま
す
。
団
員
の
指
示
に

従
っ
て
速
や
か
な
避
難
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
「
西

之
表
市
消
防
団
震
災
時
に
お
け
る

安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
は
、

西
之
表
市
に
お
い
て
震
災
が
発
生

し
た
場
合
に
、「
全
て
の
消
防
団

員
が
『
自
ら
の
命
と
家
族
の
命
を

守
る
』
こ
と
を
最
優
先
と
し
た
安

全
行
動
を
定
め
る
」
と
明
記
さ
れ

ま
し
た
。

▲まずは、家族・近所の住民の避難。▲避難の呼び掛けと火災の見回り。

▲放水訓練。（市役所庁舎に向けて）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
防
災
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
５
・
２
０
６



畜
産
の
島
「
種
子
島
」　

西
之
表
市
で
畜
産
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

〜
西
之
表
市
は
元
気･

夢
あ
ふ
れ
る
畜
産
の
街
で
す
！
〜

平
成
26
年
度 

後
継
者
及
び
新
規
参
入
者
対
象
事
業

【
畜
産
設
備
等
整
備
事
業
】

★
既
存
の
畜
産
施
設
の
改
修
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
予
算
の
範
囲
内
で
２
／
３
を
助
成
…
上
限
30
万

　

 

円
を
予
定
）

例
：
飼
料
倉
庫
の
雨
漏
り
修
理
や
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
や

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
の
整
備
、
牛
舎
の
拡
張

　

費
用
な
ど
の
助
成

★
畜
産
機
材
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
予
算
の
範
囲
内
で
２
／
３
を
助
成
…
上
限
30
万

　

 

円
を
予
定
）

例
：
カ
ッ
タ
ー
や
扇
風
機
な
ど
畜
産
業
務
に
必
要
な

　

設
備
へ
の
助
成

【
畜
産
就
農
支
援
事
業
】

★
牛
の
導
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
１
頭
に
つ
き
15
万
円
助
成
、
３
頭
ま
で
）

※
他
に
も
本
市
の
導
入
促
進
制
度
を
優
先
的
に
活
用

で
き
ま
す
。

★
飼
料
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
１
頭
に
つ
き
３
万
円
助
成
、
３
頭
ま
で
）

★
畜
産
施
設
の
借
上
料
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
３
か
年
を
限
度
に
年
１
万
円
助
成
）

★
農
地
の
借
地
料
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
３
か
年
を
限
度
に
借
地
料
の
２
／
３
を
助
成
…
上

　

 

限
５
万
円
）

※
農
業
委
員
会
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

★
農
業
簿
記
ソ
フ
ト
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
購
入
価
格
の
２
／
３
を
助
成
）

【
対
象
者
】

　

①
認
定
就
農
者
及
び
青
年
就
農
給
付
金
受
給
者
で
あ
る
こ
と
。

　

②
過
去
５
年
以
内
に
就
農
し
て
い
る
者

※
補
助
事
業
者
は
、
本
事
業
の
補
助
金
交
付
か
ら
３
年
以
上
は
畜
産

経
営
を
継
続
す
る
こ
と
。

※
こ
の
事
業
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

西
之
表
市
で
は
、
新
し
く
畜
産
を
始
め
る
方
、

後
継
者
に
な
ら
れ
る
方
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

西
之
表
市
で
畜
産
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
林
水
産
課
営
農
振
興
係

　
（
西
之
表
市
畜
産
経
営
確
立
対
策
協
議
会
事
務
局
）

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１　

内
線
２
４
８

■
問問
い
合
い
合
わ
せ
わ
せ
先先

市
役
所
農
林
水
産
課
営
農
振
興
係

（
西
之
表
市
畜
産
経
営
確
立
対
策
協
議
会
事
務
局
）

℡
２
２
‐
１
１
１
１

内
線
２
４
８

　

北
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、別
名
『
特と

っ
こ
う攻

花
』
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け
る
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
道
路
沿
い
で
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
一
度
定
着
す

る
と
在
来
の
野
草
を
駆
逐
し
、
辺
り
の
景
観
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う

性
質
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
、

植
え
た
り
、
拡
げ
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

駆
除
す
る
際
に
は
、
根
か
ら
引
き
抜
い
た
も
の
を
２
〜
３
日
天
日

に
さ
ら
し
て
枯
死
さ
せ
た
後
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
場
所
に
よ
っ

て
は
除
草
剤
に
よ
る
駆
除
も
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
拡
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
種
子
を
つ
け
る
前
に

駆
除
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

西
之
表
で
も
道
路
沿
い
の
土
手
な
ど
に
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。
と
て
も
き
れ
い
な
花
で
、
道
路
を
黄
色
で
彩
っ
て

い
ま
す
が
、
ほ
か
の
草
花
の
た
め
に
も
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
特
定
外
来
種
で
す
！



◎
チ
ン
チ
バ
ッ
ク
の
防
除
を
お
忘
れ
な
く
！

　

特
に
株
出
ほ
場
は
注
意
が
必
要
で
す
。
防
除
を
怠
る
と
糖
度

の
低
下
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、確
実
に
薬
剤
散
布
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
雑
草
防
除
は
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

　

近
年
、
除
草
剤
の
誤
っ
た
使
用
に
よ
る
薬
害
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
己
流
を
や
め
て
、
希
釈
倍
数
・
使
用
回
数
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◎
植
付
け
が
遅
れ
た
甘
し
ょ
は
無
マ
ル
チ
で
！

　

気
温
が
高
く
な
っ
て
き
た
時
期
に
マ
ル
チ
を
し
て
植
付
け
る

と
、
高
温
障
害
が
出
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
露
地
栽
培
に

切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

生産者の皆様へ シリーズ⑤　さとうきび・でん粉用甘しょの反収アップ
　　　　　　を目指して　『6月の作業編』

■問い合わせ先
　西之表市さとうきび・でんぷん用甘
　しょ増産推進会議　プロジェクト 108
　市役所農林水産課営農振興係

　℡２２‐１１１１内線２４７

　さとうきび・甘しょがグ

ングン大きくなる時期です。

　作物が成長する手助けに

努めましょう！

さとうきび
でん粉用甘しょ

西之表消防署よりお知らせ　
■問い合わせ先　西之表消防署　℡ 22‐0119

　

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、
熱

中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
に
気
を
付
け
よ
う
！

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●　

部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク
！
（
普
段
過
ご
す
部
屋

に
は
温
度
計
を
置
き
ま
し
ょ
う
。）

●　

室
温
28
度
を
超
え
な
い
よ
う

に
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

●　

の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
た
ら
必
ず
水
分
補
給
！

●　

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
！

●　

外
出
の
際
は
体
を
し
め
つ
け
な
い
涼
し
い
服
装
で
、日
よ
け
対
策
も
！

●　

無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を
！

●　

日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
体
力
づ
く
り
を
！

こ
ん
な
時
は
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

●　

自
分
で
水
が
飲
め
な
か
っ
た
り
、
脱
力
感
や
倦
怠
感
が
強
く
、
動
け

な
い
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

●　

意
識
が
な
い
（
お
か
し
い
）、
全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る
な
ど
の
症

状
を
発
見
さ
れ
た
方
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
の
応
急
手
当

●　

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服
を
緩
め
、
安
静
に
寝
か
せ
る
。

●　

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
。
扇
風
機
、
う
ち
わ
等
で
風
を
当
て
、
体
を
冷

や
す
。

●　

飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
水
分
を
少
し
ず
つ
頻
繁
に
取
ら
せ
る
。

脇
の
下
、
太
も
も
の
つ
け
ね
な
ど
を
冷
や
す
。



こ
ん
な
と
き
は
届
出
を　

〜
変
更
が
あ
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
〜

こんなとき 変更後の種別 届け出先

20歳になった方
学生、自営業、無職などである。 第1号被保険者 市 役 所

会社員・公務員の配偶者に扶養さ
れている。 第3号被保険者 配 偶 者 の勤 務 先

自営業・学生な
ど第 1号被保険者

会社員・公務員になった。 第2号被保険者 勤 務 先

結婚や減収等で会社員・公務員の
配偶者に扶養されるようになった。第3号被保険者

配 偶 者 の
勤 務 先

会社員・公務員
第 2号被保険者

退職した。 第1号被保険者 市 役 所

退職して会社員・公務員の配偶者
に扶養されるようになった。 第3号被保険者 配 偶 者 の勤 務 先

会社員・公務員
に扶養されてい
る配偶者第 3号
被保険者

増収や離婚等で会社員・公務員の
配偶者に扶養されなくなった。 第1号被保険者 市 役 所

配偶者が退職して自営業など ( 第 1
号被保険者 ) になった。 第1号被保険者 市 役 所

会社員・公務員になった。 第2号被保険者 勤 務 先

　20 歳から 60 歳未満の方で種別が変更となる以下のような場合は、届け出が必
要となります。必要な書類などを確認のうえ、必ず届け出てください。

上記の他、第 1号被保険者の方の氏名・住所の変更は、市役所に届け出てください。
※市役所は、市民生活課 国民年金係窓口へお越しください。

　

地
域
の
元
気
な
高
齢
者
が
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
温
泉
入
浴
や
健
康
教
育

等
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
き
い
き
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ

う
支
援
し
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
『
い
き
い
き
遊
湯
ク
ラ

ブ
事
業
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
方
（
原
則
、
要
介
護･

要
支
援
認
定
者
は
除
く
。）

【
持
っ
て
い
く
も
の
】
入
浴
料
２
０
０
円
・
昼
食

　8：30　各地公民館に集合
　　　　健康チェック・健康相談
　9：30　公民館を出発
10：45　温泉センター到着
 　　　　入浴・昼食
 　　　　休憩・健康体操など
13：30　温泉センター出発
15：30　各地公民館へ帰着・解散

1日の流れ

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

　
『
楽
し
か
っ
た
。』

　
『
行
っ
て
よ
か
っ
た
。』

な
ど
、う
れ
し
い
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
ま
に
は
、ゆ
っ
く
り
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

みんなで温泉にいきませんか？？
ご近所お誘いあわせの上、ご参加下さい！！
※各地域の日程については、お知らせ版に掲載します。



施
設
特
別
公
開 

開
催
日
決
定

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く

一
般
の
方
に
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
宇
宙
開
発
に
対
す
る
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に「
施

設
特
別
公
開
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ス
ツ
ア
ー

や
水
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
体
験
な
ど
様
々
な

催
し
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報

誌
７
月
号
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

開
催
日
：
７
月
６
日
（
日
）

時　

間
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
半

場　

所
：
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
　
　

厚
生
棟
体
育
館　

他

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
新
し
い
仲
間

　
　
　
　
　
　

ホ
シ
モ
の
ご
紹
介

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト「
フ
ァ
ン
！
フ
ァ
ン
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
」

の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、
一
般
公
募

で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
、
新
し
い

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

愛
称
は「
ホ
シ
モ
」。太
陽
系
か
ら
ず
っ

と
遠
く
、
森
林
の
惑
星
リ
ー
モ
星
か
ら

や
っ
て
来
た
、
宇
宙
飛
行
士
に
憧
れ
る

星
型
ボ
デ
ィ
の
か
わ
い
い
男
の
子
で
す
。

趣
味
は
ソ
ラ
を
飛
ぶ
こ
と
。
宇
宙
や
航

空
の
話
が
大
好
き
で
夢
中
に
な
る
と
尻

尾
が
ピ
ン
と
立
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

　

好
き
な
食
べ
物
は
ス
イ
ー
ツ
全
般
、

特
に
種
子
島
産
の
安
納
芋
が
マ
イ
ブ
ー

ム
で
す
。

　

宇
宙
や
航
空
に
ま
つ
わ
る
楽
し
い
情

報
を
伝
え
る
た
め
、
み
な
さ
ん
と
宇
宙

航
空
を
つ
な
ぐ
た
め
、
フ
ァ
ン
！
フ
ァ

ン
！
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
！
に
集
ま
る
み
な
さ
ん

の
間
を
ホ
シ
モ
が
飛
び
回
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ホ
シ
モ
を
よ
ろ
し
く
ね
。

「
フ
ァ
ン
！
フ
ァ
ン
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
」

　

http://fanfun.jaxa.jp//

株
式
会
社
「
エ
ー
ラ
イ
ン
」
の
例

　

エ
ー
ラ
イ
ン
は
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
予
定

地
近
隣
の
用
地
買
収
等
を
行
っ
て

い
る
旨
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
消
費
者
宅
に
送
付
し
て
、

１
口
10
万
円
の
社
債
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

勧
誘
資
料
の
送
付
時
期
と
前
後

し
て
、
消
費
者
宅
に
エ
ー
ラ
イ
ン

と
は
別
の
事
業
者
か
ら
電
話
が
あ

り
、「
社
債
の
購
入
権
を
譲
っ
て

ほ
し
い
。」
な
ど
と
持
ち
掛
け
ら

れ
ま
す
。

　

消
費
者
が
申
入
れ
業
者
か
ら
の

申
入
れ
を
承
諾
す
る
と
、
後
日
、

消
費
者
宅
に
警
察
官
を
名
乗
る
人

物
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
申
入
れ

業
者
の
社
員
を
逮
捕
し
た
。
あ
な

た
に
も
責
任
が
あ
る
か
ら
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
。
詳
し
く
は
弁
護

士
と
話
を
す
る
よ
う
に
。」
な
ど

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
弁
護

士
を
名
乗
る
人
物
は
、
消
費
者
に

対
し
、
差
押
え
を
回
避
す
る
た
め

と
称
し
、
指
定
し
た
金
額
を
支
払

う
よ
う
指
示
し
ま
す
。

　

消
費
者
庁
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

勧
誘
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
た

エ
ー
ラ
イ
ン
の
所
在
地
住
所
に
は

同
社
に
関
わ
る
拠
点
は
存
在
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
連
絡
先
電

話
番
号
も
電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
名
義
の
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
エ
ー
ラ

イ
ン
の
事
業
及
び
社
債
募
集
に
は
、

実
体
の
な
い
こ
と
が
強
く
疑
わ
れ

ま
す
。
エ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
勧
誘
資

料
が
送
付
さ
れ
た
り
、
見
知
ら
ぬ

者
か
ら
権
利
譲
渡
を
持
ち
掛
け
ら

れ
た
り
し
て
も
、
決
し
て
応
じ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ゆ
う
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
等
で
現

金
を
送
付
さ
せ
る
手
口
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
宅
配
便
等
で
現
金
を
送

付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
宅

配
便
等
で
現
金
を
送
付
す
る
よ
う

に
。」
と
い
っ
た
指
示
に
は
従
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

取
引
に
関
し
て
不
審
な
点
が
あ

る
場
合
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

★　ホシモ　★



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

野
村　

幸
枝

納
曽

野
村　

弘
之

上
妻　

隆
信

西
俣

上
妻　

ハ
ツ
エ

川
﨑　

マ
サ
子
平
松

林　

フ
ミ

川
口　

盛
信

中
西

川
口　

ミ
ツ
エ

園
田　

晴
子

西
俣

園
田　

一

曽
木　

靜
子

柳
原

曽
木　

貢

大
場　

壽
勝

松
畠

大
場　

キ
ヌ
子

（
出
生
児
）

（
性
別
）
（
保
護
者
）
（
住
所
）

小
𦚰　

満み
つ
き月

女

宏
之

松
畠

坂
下　

莉り

あ愛

女

大
樹

洲
之
崎

奈
尾　

優ゆ
う
し志

男

武
志

美
浜
町

蛯
原　

千ち
さ
と智

女

啓
介

美
浜
町

岩
田　

帆は

る

ま
昴
馬

男

祐
生

松
畠

古
市　

雄ゆ
う
ま真

男

雄
太

美
浜
町

木
原　

未み

く来

女

篤
志

榕
城
中
目

若
林　

雄ゆ
う
へ
い平

男

剛
士

浜
之
町

竹
井　

奏そ
う
ま真

男

沢
二

鴨
女
町

八
板　

春は
る
ひ
で秀

男

宏
樹

池
野

山
下　

晴は
る
と翔

男

貴
弘

福
岡
市

若
松　

弥や
づ
き月

女

広
則

若
宮

日
髙　

苺い

ち

か
千
香

女

潤
也

若
宮

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,864 4,346 8,210 3,991
上西 259 290 549 291
下西 1,066 1,230 2,296 1,147
国上 585 652 1,237 625
伊関 203 217 420 207
安納 210 222 432 224
現和 667 689 1,356 684
安城 158 171 329 179
立山 64 55 119 61
中割 52 50 102 62
古田 206 235 441 213
住吉 449 541 990 540

［火　災］
 出火件数　 3 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　70件
 うち急病　56件

発生件数　10件
死 者　  0 人
負 傷 者　13人

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

田
脇　

義
之　
　

塰
泊

　
　

＆

吉
田　

佳
奈
江　

西
俣 

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,481 人（＋ 196）
男性   7,783 人（＋ 112）
女性   8,698 人（＋   84）

［世帯数］
世帯（＋ 122）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

小
川　

ク
ワ

87

古
田
上
之
町

串
間　

シ
ズ

87

上
之
原
町

榎
本　

庸

94

西
町

中
園　

ミ
チ
子

85

美
浜
町

篠
田　

一
市

85

洲
之
崎

柳
田　

薫

87

洲
之
崎

藤
井　

鈴
江

90

塰
泊

大
瀬　

ヨ
ウ
子

84

塰
泊

燃
脇　

三
郎

80

桜
園

植
村　

時
良

86

川
迎

大
河　

タ
ケ

91

湊

鎌
倉　

輝
男

73

浜
脇

池
亀　

サ
チ
子

92

伊
関

瀬
下　

ハ
ツ
ヱ

81

上
能
野

山
本　

玉
子

84

能
野
里

岡
田　

彰

65

東
町

平
川　

ツ
ヤ
子

93

西
町

伊
達　

京
子

84

城

小
田　

ナ
ル
ミ

70

城

松
里　

豊

68

下
郷

　

引
っ
越
し
た
と
き
な
ど
、
住
所
に
異
動
が

あ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　

住
民
登
録
は
、
住
民
票
や
転
出
証
明
書
の
発

行
、
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
、
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
録
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
介
護

保
険
等
に
関
す
る
事
務
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

就
職
や
転
勤
、
大
学
へ
の
進
学
な
ど
、
住
所

等
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
期
限
内
の
届
出

を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
市
民
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
１

住
所
変
更
の
手
続
を
お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？



ガ
ラ
ス
越
し
庭
の
小
花
は
い
ろ
い
ろ
と
香
り
放
つ
か
蝶
も
舞
い
飛
ぶ

受
け
止
め
て
く
れ
る
大
地
の
あ
れ
ば
こ
そ
落
ち
た
椿
の
色
あ
ざ
や
か
に

誕
生
日
朝
日
を
受
け
て
咲
く
花
に
誘
い
出
さ
れ
し
今
年
の
桜

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
う
ぐ
い
す
の
声
に
癒い

や
さ
れ
て
今
日
も
一
日
幸
せ
あ
れ
と

宇
宙
に
一
番
近
い
種
子
島
ケ
ネ
デ
ィ
大
使
も
笑
顔
で
視
察

黒
枠
の
夫
に
問
う
事
多
く
あ
り
晩
酌
の
ビ
ー
ル
な
み
な
み
と
注
ぐ

よ
う
や
く
に
鉄
砲
百
合
の
花
開
き
急
ぎ
も
ち
ゆ
く
夫
の
奥お

く
つ津

城き

海
風
の
き
び
し
き
風
聞
く
あ
ば
ら
家
で
じ
っ
と
見
つ
め
る
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
を

痛
む
足
ひ
と
月
休
め
と
医
者
は
云
う
農
家
の
主
婦
は
十
日
目
の
処
置

大
き
め
の
制
服
姿
の
写
メ
届
く
孫
の
笑
顔
に
さ
く
ら
満
開

老
犬
が
ど
っ
こ
い
し
ょ
っ
と
立
ち
上
が
る
我
が
相
棒
君
運
動
し
ま
し
ょ

遠
く
住
む
家
族
を
思
ふ
日
暮
れ
ど
き
ま
た
降
る
雪
を
た
だ
た
だ
嘆
く

近
寄
る
な
用
あ
ら
ば
つ
ぶ
て
投
げ
よ
と
て
草
刈
る
夫
は
エ
ン
ジ
ン
う
な
ら
す

春
近
し
波
の
彼
方
の
大
隅
は
黄
砂
の
降
り
て
し
ぼ
み
て
見
ゆ
る

太
平
洋
越
え
来
し
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
餅
つ
く
杵
に
力
の
こ
も
る

庭
畑
に
ト
マ
ト
の
苗
を
植
え
に
け
り

わ
ら
び
苑
・
有
留　

政
江

古
田
上
之
町
・
江
口　

廣
惠

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

納
曽
・
大
山　

潤
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

上
石
寺
・
平　

淳
一
郎

野
木
平
・
戸
川　

蓉
子

中
野
・
橋
口　

牧
子

上
能
野
・
福
元　

秀
義

柳
原
・
南　

洋
子

榕
城
中
目
・
宮
園
ム
ツ
エ

浅
川
・
村
添　

勝
代

納
曽
・
八
板　

俊
輔

中
野
・
長
野　

典
夫

区　分 島内産 島外産
入荷量 32 トン 31 トン
63 トン （51％） （49％）
取引額 616 万円 459 万円
1,075 万円 （57％） （43％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 2,434 381 5,316 483
葉 茎 菜 類 4,744 518 10,828 785
果 菜 類 2,190 642 5,746 1,229
そ の 他 19,908 2,442 3,473 827
小 計 29,276 3,983 25,363 3,324

果
物
類

かんきつ類 1,184 218 640 71
果 瓜 類 0 0 114 37
そ の 他 992 910 4,068 818
小 計 2,176 1,128 4,822 926

鳥卵・加工品等 398 180 912 336

花　類
49,756

868
0

0
本 本

青
果
状
況
【
4
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
6
月
の
休
み
》
1
日
・
4
日
・
8
日
・
11
日
・
15
日
・  　

　
　
　
　
　

  

19
日
・
22
日
・
25
日
・
29
日

※
市
政
の
窓
が
、
次
号
よ
り
毎
月
25
日
発
行
に
変
更
す
る
た
め
。
文
芸
に
し
の
お
も
て
の
掲
載
募
集
締
切
は
毎
月
10
日
と
し

ま
す
。
次
号
の
募
集
締
切
は
、
６
月
10
日
（
火
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

夏
休
み
期
間
「
大
阪
〜
種
子
島
」
線
の
臨
時
便
（
直
行
便
）
が
就
航
し
ま
す
。

乗
り
継
ぎ
無
し
で
90
分
！
帰
省
や
旅
行
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

【
運
航
日
】
８
月
１
日
〜
８
月
31
日　
【
ダ
イ
ヤ
】
大
阪
発
14
時
25
分
、
種
子
島
発
16
時
20
分

■
問
い
合
わ
せ
先　

種
子
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会
（
中
種
子
町
役
場
企
画
課
内
）
℡
２
７
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
６

ま
す
ま
す

次次
号
の
号
の
募
集
募
集
締
切
締
切
はは

月月
11

（（
火
）
火
）

なな

まま
す
の
す
の
でで

よ
ろ
よ
ろ

お
願
お
願
い
い
い
い
たた

ま
す
ま
す

夏
休
み
期
間
「
大
阪
〜
種
子
島
」
線
の
臨
時
便
（
直
行
便
）
が
就
航
し
ま
す
。。

乗
り
継
ぎ
無
し
で
90
分
！
帰
省
や
旅
行
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

【
運
航
日
】
８
月
１
日
〜
８
月
31
日
【
ダ
イ
ヤ
】
大
阪
発
14
時
25
分
、
種
子
島
発
16
時
20
分

■
問
い
合
わ
せ
先

種
子
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会
（
中
種
子
町
役
場
企
画
課
内
）
℡
２
７
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
６



■ 日　　時/2014年7月6日（日）11：00～受付・12:00～開会
■ 場　　所/アジュール竹芝
　　　　　　　地下鉄/大門駅より徒歩10分・JR線/浜松町駅より徒歩7分
　　　　　　　東京都港区海岸1-11-12   TEL（03）3437-5566
■ 会　　費/男性…8,000円 ・ 女性…5,000円
　　　　　　学生…半額
■ お申込み/関東種子島会事務局
　　　　　　 TEL（048）995-4125（午前9時～午後4時）
　　　　　　 FAX（048）995-6483

　関東種子島会は、平成６年に市の要請で、出郷者の会、黒潮会（種
子高）、種子実同窓会島睦会、現和会、草加市種子島会、南州会が合
流し発足した会です。各会の会員が相互に連携して親睦を図るとと
もに、郷土種子島の発展と社会に寄与することを目的とした会です。
　年一回の総会では、市長、県議を始め島出身の芸能人、著名人も
参加して頂き、種子島の将来のための意見交換をしたり、カラオケ
等の芸能大会や島の物品の抽選会をしたりして楽しんでいます。
　他に会を作っている方、あるいは同級生同士集まりたい方、この
会に合流して交流を深めてみませんか。

関東種子島会　会　　長  桑  山　 貢
　　　　　　　事務局長  竹之内康一
　　　　　　　　　　　  他役員一同

第17回関東種子島会に
           参加しませんか
第17回関東種子島会に
           参加しませんか
第17回関東種子島会に
           参加しませんか
第17回関東種子島会に
           参加しませんか

3 5日昇製糖工場

今売れてます!
日昇製糖の黒糖菓子!
今売れてます!
日昇製糖の黒糖菓子!
今売れてます!
日昇製糖の黒糖菓子!
今売れてます!
日昇製糖の黒糖菓子!●緑茶黒糖

●塩黒糖
●よもぎ黒糖
●生姜黒糖

●緑茶黒糖
●塩黒糖
●よもぎ黒糖
●生姜黒糖


